
一

　

大
村
は
ま
先
生
の
実
践
は
、「
人
は
一
人
で
は
育
た
な
い
。」「
人
は
お

互
い
に
だ
れ
か
を
育
て
な
が
ら
生
き
て
い
る
も
の
で
す
し
、
な
に
よ
り
自

分
を
育
て
な
が
ら
生
き
て
い
る
も
の
で
す
。」（「
諏
訪
こ
そ
わ
が
根
」

一
九
八
三
年
講
演
）
と
の
人
間
観
に
た
ち
、
一
人
の
日
本
人
と
し
て
民
主

社
会
を
生
き
て
い
く
基
本
的
な
力
を
、
主
体
的
な
学
習
を
通
じ
て
、
学
習

者
一
人
ひ
と
り
の
身
に
つ
け
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
「
理
念
」
の
も
と
に

営
ま
れ
て
き
た
。「
理
念
」
ゆ
え
に
、
い
つ
、
い
か
な
る
学
習
者
に
対
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
差
に
応
じ
て
、
創
意
・
工
夫
の
こ
ら
さ
れ
た
学

習
の
「
実
の
場
」
が
創
り
だ
さ
れ
て
き
た
。

　

先
生
は
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
へ
の
意
欲
を
喚
起
し
、「
学
び
方
」
を

自
得
さ
せ
、
自
己
を
確
立
さ
せ
、
個
性
を
発
揮
さ
せ
て
い
か
れ
た
。
大
村

単
元
学
習
に
お
い
て
は
、
学
習
者
一
人
ひ
と
り
に
学
習
目
標
を
達
成
さ
せ

つ
つ
、
先
生
ご
自
身
の
な
か
で
は
広
く
深
い
識
見
の
も
と
、
国
語
学
力
・

国
語
学
習
力
が
見
通
さ
れ
て
い
て
、
指
導
の
目
標
、
内
容
、
評
価
が
重
層

的
に
構
造
化
さ
れ
、
螺
旋
状
に
た
か
め
ら
れ
て
き
た
。

二

　

大
村
は
ま
先
生
の
実
践
の
基
底
は
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
者
の
実
態
把

握
の
上
に
立
っ
た
的
確
で
細
密
な
目
標
の
設
定
と
学
習
者
の
自
己
評
価
力

の
育
成
に
お
か
れ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
戦
後
、
新
制
中
学
校
に
移
ら
れ
て
か
ら
の
実
践
を
「
自
己

を
育
て
る
」
教
育
の
視
点
か
ら
と
り
あ
げ
て
考
察
す
る
。

　

目
黒
第
八
中
学
校
に
お
け
る
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
度
と

一
九
五
〇
年
度
の
、
大
村
教
室
（
第
二
学
年
と
第
三
学
年
）
の
学
習
を
原

倭
子
さ
ん
は
、
十
冊
の
学
習
記
録
と
し
て
残
し
て
い（
注
１
）る。

　

1　

早
春
と
短
歌
と
俳
句
（
詩
歌
の
学
習
） 

﹇
二
四
年
度
一
学
期
﹈

　

2　

実
用
的
な
手
紙
の
書
き
方 

﹇
同　
　
　

一
学
期
﹈

　

3　

級
雑
誌
の
作
り
方 

﹇
同　
　
　

二
学
期
﹈

　

4　

読
書 

﹇
同　
　
　

二
学
期
﹈

　

5　

私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
の
こ
と
ば
を
身
に
つ
け
た
ら
よ
い
か

 

﹇
二
五
年
度
二
学
期
﹈

　

6　

読
書
の
技
術 

﹇
同　
　
　

二
学
期
﹈

　

7　

古
典
入
門 

﹇
同　
　
　

二
学
期
﹈

大
村
は
ま
教
室
の
「
自
己
を
育
て
る
」
教
育
の
成
熟
と
そ
の
成
果橋　

本　

暢　

夫
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8　

地
蔵
の
話 

﹇
同　
　
　

三
学
期
﹈

　

9　

ど
う
し
た
ら
正
し
い
読
み
方
書
き
方
が
で
き
る
か

 

﹇
同　
　
　

三
学
期
﹈

　

10　

国
語
の
改
良 

﹇
同　
　
　

三
学
期
﹈

　

こ
こ
で
は
、原
倭
子
さ
ん
が
残
し
た
学
習
記
録
の
う
ち
、一
九
四
九
（
昭

和
二
四
）
年
二
学
期
の
単
元
「
ク
ラ
ス
雑
誌
の
作
り
方
」（
九
月
二
日
〜

一
〇
月
一
四
日
）、
及
び
単
元
「
読
書
」（
一
〇
月
一
七
日
〜
一
二
月
一
六

日
）
の
学
習
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

単
元
「
級
雑
誌
の
作
り
方
」
の
学
習
記
録
の
「
目
次
」、
及
び
「
学
習

の
め
あ
て
・
計
画
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
級
雑
誌
の
作
り
方
」

○
目
次

　
　

学
習
日
記
（
例
プ
リ
ン
ト
：
筆
者
注
）　

…
…
…
…
…
…
…
1

　
　

学
習
の
め
あ
て
・
計
画　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

　
　

他
校
の
雑
誌
に
つ
い
て
の
研
究　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

　
　

練
習　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
9

　
　

ク
ラ
ス
雑
誌
の
案　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

　
　

プ
リ
ン
ト　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

　
　

読
書
感
想　
　

1　

山
の
力　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

　
　
　
　
　
　
　
　

2　

兄
弟　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

　
　
　
　
　
　
　
　

3　

清
兵
衛
と　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

　
　
　
　
　
　
　
　

4　

秋
の
日　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26

　
　
　
　
　
　
　
　

5　

少
年
の
日
の
思
い
出　

…
…
…
…
…
…
28

　
　
　
　
　
　
　
　

6　

ト
ロ
ッ
コ　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

　
　
　
　
　
　
　
　

7　

少
年　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

　
　
　
　
　
　
　
　

8　

犬
こ
ろ　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

　

・
会
話
を
と
ら
え
る　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

　

・
プ
リ
ン
ト
（
1
）　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

　

・
新
当
用
漢
字　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

　

・
テ
ス
ト　

プ
リ
ン
ト　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

　

・
研
究
「
八
つ
の
作
品
の
主
人
公
の
性
格
に
つ
い
て
」　

…
…
50

　

・
ク
ラ
ス
雑
誌　

第
一
号
案　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
56

　

・
後
記　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
57

○
一
、
学
習
の
め
あ
て
（
抜
粋
）

　
　

2
、
ク
ラ
ス
雑
誌
の
作
り
方
を
知
る
。　
　

　
　

3
、
い
ろ
い
ろ
の
目
的
と
場
合
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
読
ん

だ
り
、
書
い
た
り
、
ま
た
人
に
会
っ
た
り
す
る
こ
と
を
気
軽

に
す
る
態
度
や
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

　
　

5
、
い
ろ
い
ろ
の
も
の
を
読
ん
で
、
批
判
す
る
力
を
持
つ
。

　
　

7
、
い
ろ
い
ろ
の
種
類
の
文
章
を
書
く
力
を
つ
け
る
。

　
　

9
、
表
記
法
や
正
し
い
語
法
に
つ
い
て
の
力
を
増
す
。

○
二
、
学
習
計
画
（
抜
粋
）

　
　

1
、
他
の
学
校
の
雑
誌
に
つ
い
て
研
究
を
す
る
。

　
　

3
、
ク
ラ
ス
雑
誌
の
特
色
は
何
で
あ
る
か
考
え
る
。
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細
密
に
考
え
ら
れ
、
工
夫
さ
れ
た
て
び
き
に
よ
っ
て
各
学
習
活
動
が
な

さ
れ
て
い
く
。

　

こ
の
「
学
習
記
録
」
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、「
新
聞
と
か
雑
誌
を
編

集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
常
に
国
語
の
力
が
つ
く
。
そ
れ
で
こ
の
単
元

を
や
っ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
別
に
学
習
が
困

難
で
な
か
っ
た
。
が
、
そ
こ
ま
で
は
よ
い
と
し
て
、
そ
の
先
の
し
め
く
く

り
、
つ
ま
り
編
集
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
だ
編
集
は
し
て
い
な
い
。

遠
足
・
運
動
会
の
前
に
出
し
た
い
が
、
そ
れ
は
よ
ほ
ど
の
努
力
が
必
要
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ス
雑
誌
は
、「
巻
頭
言
、
詩
（
一
）、
先
生
の
作
品
、
作
文
（
一
）、

娯
楽
の
ペ
ー
ジ
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
作
文
（
二
）、
詩
（
二
）、
二
Ａ
級

の
ペ
ー
ジ
、
手
紙
文
、
ラ
ジ
オ
、
速
記
録
、
生
活
日
記
、
世
界
ニ
ュ
ー
ス
、

編
集
後
記
」
の
十
六
の
記
事
・
文
章
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
一
九
五
〇
年

一
月
一
八
日
に
「
た
け
」
と
題
し
て
謄
写
印
刷
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
単
元
で
は
、
学
習
目
標
の
「
ク
ラ
ス
雑
誌
の
作
り
方
」
の
技
術
・

方
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
ま
ず
内
容
が
育
て
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

次
の
手
順
で
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

①　

他
校
の
学
校
誌
の
調
査
・
研
究
。

②　

話
し
合
う
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
雑
誌
の
案
を
作
る
。

③　

内
容
と
し
て
の
読
書
を
行
い
、
感
想
を
育
て
る
。

④　

八
つ
の
作
品
の
比
較
研
究
。

⑤　

作
品
中
の
「
会
話
」
へ
の
着
目
か
ら
「
日
常
の
会
話
・
こ
と
ば
」
へ

の
自
覚
を
う
な
が
す
。

　

②
の
話
し
合
い
で
は
、
会
議
の
技
術
・
方
法
の
体
得
も
図
ら
れ
る
。
ま

た
、
⑤
で
は
語
彙
の
拡
充
、
こ
と
ば
の
き
ま
り
の
学
習
が
図
ら
れ
て
お
り
、

す
べ
て
の
学
習
の
機
会
、
場
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

原
倭
子
さ
ん
は
、
読
書
感
想
と
し
て
「
山
の
力
」「
犬
こ
ろ
」
な
ど
八

編
に
つ
い
て
感
想
を
書
き
、「
八
つ
の
作
品
の
主
人
公
の
性
格
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
個
人
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
は
、
大
村
先
生
と
の
対

話
・
助
言
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
視
点
が
明
確
で
感
想
に
独
自
性

が
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
「
教
科
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
作
品
に
は
生
き

生
き
と
し
た
・
友
達
に
な
り
た
い
少
年
が
少
な
い
」
と
言
わ
れ
る
も
と
と

な
っ
た
研
究
で
あ
る
。

　

単
元
「
読
書
」
の
学
習
記
録
の
目
次
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

4
、
自
分
た
ち
の
雑
誌
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
作
っ
て
い
く
か
相

談
す
る
。

　
　

5
、
分
担
に
よ
っ
て
資
料
を
集
め
た
り
、
作
っ
た
り
す
る
。

　
　

8
、
批
評
会
を
す
る
。

単
元
「
読
書（

注
２
）」

○
目
次

　

Ⅰ　

目
標　

学
習
計
画　

プ
リ
ン
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

　
　
　

読
書
日
誌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

　

Ⅱ　

標
語
（
個
人
学
習
：
筆
者
注
）・
読
書
新
聞
の
企
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

　
　
　

読
書
感
想　
　

民
主
主
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
蔵
の
話
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
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単
元
「
読
書
」
の
目
標
と
し
て
は
、
次
の
八
項
目
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

1
、　

次
の
文
章
を
理
解
し
つ
つ
早
く
読
む
。

　
　

①
、
少
年
の
日
の
思
い
出
（
以
下
、
一
七
編
）

　

2
、
文
を
ど
ん
な
ふ
う
に
読
め
ば
よ
い
か
知
る
。

　

3
、
早
く
読
む
く
ふ
う
の
し
か
た
を
知
る
。

　

4
、
読
ん
だ
こ
と
を
か
ん
た
ん
に
ま
と
め
て
い
く
力
を
増
す
。

　

5
、
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
自
分
の
感
想
を
と
ら
え
て
書
く
習
慣
と

力
を
つ
け
る
。

　

6
、
読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。

　

7
、
語
い
を
増
す
。

　

8
、
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
他
の
人
の
意
見
と
の
異
同
が
は
っ
き
り
わ

か
る
よ
う
に
な
る
。

　
「
読
書
新
聞　

第
二
号
」
の
企
画
案
と
し
て
、「
第
二
号
感
想
、
読
書
感

想
、
読
書
調
査
、
本
の
し
ょ
う
介
三
冊
、
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
よ
ん
で
も
ら

い
た
い
本
の
話
、
病
気
や
家
庭
の
事
情
で
学
校
に
行
け
な
い
子
供
た
ち
、

漫
画
・
娯
楽
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
事
の
割
り
付
け
図
も
表

示
さ
れ
て
い
る
。

　

単
元
「
読
書
」
は
、
文
章
一
七
編
を
理
解
し
つ
つ
速
く
読
む
こ
と
が
目

標
の
1
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
読
書
新
聞
の
編
集
・
発
行
を
目
標
に

速
読
の
コ
ツ
や
読
書
生
活
の
基
底
、
討
議
の
技
術
・
方
法
が
育
て
ら
れ
て

い
く
。

　

読
書
生
活
指
導
の
目
標
が
、
読
書
新
聞
の
編
集
と
作
成
と
い
う
「
実
の

場
」
の
も
と
に
、
企
画
・
記
事
の
種
類
﹇
内
容
」
が
、
ま
ず
話
し
合
わ
れ

る
。
そ
の
う
え
で
一
号
〜
八
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
ん
だ

こ
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
生
か
し
て
い
く
方
向
が
、
そ
の
立
場
に

た
っ
た
「
感
想
・
意
見
・
批
評
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
読
書
感
想
発
表
会
」
を
記
録
し
た
29
ペ
ー
ジ
に
は
、「
①
も
し
私
が
議

長
（
批
評
会
の
）
に
な
っ
た
ら
／
イ　

私
の
意
見
を
書
い
て
お
く
。
／
ロ　

議
事
の
運
び
方
、
一
人
一
人
の
意
見
の
内
容
や
言
う
べ
き
場
所
、
こ
と
ば

づ
か
い
、
全
体
の
よ
う
す　

と
い
う
順
序
を
き
め
る
」
な
ど
と
あ
る
。
④

　

Ⅲ　

読
書
新
聞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
感
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

　
　
　

読
書
感
想
発
表
会
記
録
（
そ
の
評
価
：
筆
者
注
）
…
…
…
28

　
　
　

プ
リ
ン
ト
（
一
）
の
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

　
　
　

会
議
の
プ
リ
ン
ト
（
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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リ
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。
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に
は
、「
先
生
の
順
」
と
し
て
「
1
、
一
人
一
人
の
発
言
が
よ
い
位
置
か

／
2
、
前
の
内
容
／
3
、
こ
と
ば
づ
か
い
」
と
、
指
導
さ
れ
た
内
容
が
メ

モ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
運
び
方
に
つ
い
て
意
見
な
の
で
す
が
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
か
、」
と
い
う
、「
も
う
少
し
題
を
小
さ
く
限
定
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
け
ど
」
な
ど
、
場
に
応
じ
た
（
議
題
が
悪
い
の
で
意
見
に

深
み
が
な
い
と
の
メ
モ
も
あ
る
）
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

学
習
の
プ
ロ
セ
ス
が
そ
の
ま
ま
こ
と
ば
の
生
活
を
育
て
自
己
を
育
て
る
態

度
の
育
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
単
元
で
は
『
批
評
』
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
て
び
き
」

と
学
習
内
容
を
考
察
し
て
い
く
と
、
前
ペ
ー
ジ
（
下
段
21
行
目
）
の
①
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
相
互
批
評
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
内
実
は
自
己
を
み

つ
め
さ
せ
、
自
己
評
価
力
を
育
成
し
て
い
く
学
習
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
個
を
生
か
す
た
め
に
、
適
切
な
グ
ル
ー
プ
が
編
成
さ
れ
学
習
活

動
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

　

実
践
現
場
で
は
、
現
代
の
「
制
度
」
や
「
学
習
の
方
法
」
に
目
が
向
き

が
ち
で
あ
る
が
、
学
習
の
内
実
を
捉
え
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
学
習
の

記
録
」
を
分
析
し
、
学
習
者
の
反
応
を
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

前
単
元
「
ク
ラ
ス
雑
誌
の
作
り
方
」
の
学
習
に
お
い
て
、
原
倭
子
さ
ん

は
、
八
つ
の
作
品
の
読
書
感
想
を
書
き
あ
げ
、
ま
た
、
個
人
研
究
と
し
て

「
八
つ
の
作
品
の
主
人
公
の
性
格
に
つ
い
て
」を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
単
元
「
読
書
」
に
お
け
る
、「
読
書
新
聞
」
の
記
事
と
し
て
活
用
さ

れ
た
。

　
「
読
書
生
活
指
導
」
の
中
核
と
し
て
の
「
読
書
新
聞
」
の
モ
デ
ル
は
、

目
黒
八
中
の
二
年
・
三
年
生
の
新
聞
を
も
と
に
、
一
九
五
二
（
昭
和

二
七
）年
の『
中
学
総
合
国
語
』（
教
育
図
書
）に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。（『
大

村
は
ま
国
語
教
室　

別
巻
』
二
五
六
ペ
ー
ジ
・
二
六
〇
ペ
ー
ジ
に
も
）
こ

れ
ら
に
は
さ
ら
に
工
夫
が
重
ね
ら
れ
、『
国
語　

一
上
』（
西
尾
実
編　

筑

摩
書
房　

一
九
五
六
年
）
に
お
け
る
画
期
的
な
「
単
元
『
新
聞
』」
の
一

部
と
し
て
ま
と
め
ら
れ（
注
３
）た。

三

　
「
編
集
」
は
、
ふ
つ
う
「
資
料
を
集
め
、
選
択
・
整
理
し
、
ま
と
め
・

編
む
」
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
大
村
は
ま
先
生
の
場
合
は
、
目
的
に
応
じ

て
、
あ
た
ら
し
い
作
品
・
文
章
を
創
る
基
礎
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
が
ら
、

内
容
・
媒
材
を
育
て
、
産
み
出
し
た
言
語
表
現
体
を
整
理
し
、
ま
と
め
・

編
む
技
術
・
方
法
を
体
得
さ
せ
、
生
涯
に
渉
っ
て
生
き
た
場
で
活
用
で
き

る
態
度
を
育
成
す
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

先
生
は
、
ま
ず
新
聞
の
内
容
を
創
る
た
め
に
、
記
事
・
作
品
の
産
み
だ

し
方
﹇
読
み
・
メ
モ
し
、
話
し
合
い
（
討
議
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
座
談
会
）

を
記
録
（
速
記
も
）
し
、
推
敲
す
る
（
相
互
評
価
の
）
方
法
﹈
を
身
に
つ

け
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
思
考
力
を
育
て
、
自
己
を
み
つ

め
さ
せ
て
い
か
れ
る
。
内
容
を
創
る
学
習
（
内
容
を
産
み
出
す
技
術
・
方

法
の
指
導
）
が
「
自
己
を
育
て
る
」
教
育
の
基
底
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
創
り
出
さ
れ
た
記
事
・
作
品
は
読
み
手
に
と
っ
て
読

む
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
己
（
表
現
主
体
）
に
と
っ
て
も
自
己
の
課

題
を
発
見
す
る
対
象
（
言
語
表
現
体
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
実
の
場
」

を
契
機
と
し
て
、
学
習
者
一
人
ひ
と
り
に
自
己
を
評
価
し
、
自
己
の
課
題
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を
克
服
し
て
い
く
（
自
己
を
育
て
る
）
態
度
を
先
生
は
育
て
て
い
か
れ
た
。

こ
う
し
た
学
習
を
学
習
者
が
ど
う
受
け
止
め
た
か
は
、
後
年
の
記
録
と
し

て
次
節
で
挙
げ
る
。

　

産
み
出
さ
れ
た
内
容
・
記
事
―
主
張
・
論
説
・
解
説
・
調
査
・
研
究
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
・
創
作
・
漫
画
な
ど
―
を
選
択
し
、
整
理
・
配
列
し
、

編
む
て
だ
て
と
意
義
を
体
得
し
、
同
時
に
協
同
学
習
の
意
義
を
も
体
得
し

た
学
習
者
た
ち
は
、「
新
聞
・
雑
誌
・
文
集
」
の
み
な
ら
ず
、
時
事
性
を
も
っ

た
現
代
に
触
れ
る
媒
材
（
学
習
材
）﹇
後
の
「
知
ろ
う　

世
界
の
子
ど
も

た
ち
を
」「
外
国
の
人
は
日
本
（
日
本
人
）
を
こ
の
よ
う
に
み
て
い
る
」

な
ど
﹈
を
集
め
、
優
劣
を
超
え
て
学
び
合
う
技
術
・
方
法
と
、
そ
の
時
そ

の
場
で
の
課
題
を
克
服
し
て
い
く
す
べ
と
意
義
を
獲
得
し
て
い
く
。
こ
う

し
た
発
動
的
な
自
己
学
習
態
度
の
具
現
と
し
て
、
複
数
の
資
料
・
作
品
の

選
択
ま
た
は
、
配
列
に
よ
っ
て
一
つ
の
意
図
を
も
っ
た
創
作
物
・
媒
材
を

創
り
出
す
例
を
示
し
て
み
せ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
文
集
「
た
け
」「
大

草
原
」、
学
校
誌
「
石
川
台
」、
一
九
六
九
年
か
ら
の
単
元
学
習
資
料
な
ど

で
あ
り
、「
個
人
文
集　

私
の
本
」
は
こ
の
極
北
で
あ
る
。「
自
己
を
育
て

る
」
態
度
を
育
成
し
て
い
く
契
機
を
こ
こ
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
新
聞
」
の
編
集
と
い
う
「
実
の
場
」
で
の
細
密
な
目
標
の
も
と
に
、

対
話
（
討
議
）
に
よ
る
問
題
の
解
決
と
、
内
容
を
産
み
出
し
、
選
択
し
・

編
む
技
術
・
方
法
の
指
導
、
あ
わ
せ
て
常
に
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
く
配

意
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
者
に
は
、
自
己
を
み
つ
め
、
自
己

を
評
価
す
る
機
会
が
数
多
く
設
け
ら
れ
、
自
己
啓
発
・
相
互
啓
発
が
な
さ

れ
て
い
く
。
問
題
解
決
と
と
も
に
、
問
題
発
見
の
た
め
の
機
会
・
場
が
意

図
的
に
練
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。「
自
己
を
育
て
る
」
教
育
の
成
熟
し
て

い
く
す
が
た
を
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

　

一
九
四
九
・
五
〇
年
度
に
目
黒
第
八
中
学
校
第
二
・
三
学
年
に
お
い
て
、

大
村
は
ま
先
生
に
指
導
を
受
け
た
学
習
者
た
ち
は
、
そ
の
後
も
機
会
が
あ

る
ご
と
に
、
先
生
を
囲
ん
で
の
学
年
会
（
三
学
級
）
を
開
い
た
り
、
鳴
門

教
育
大
学
の
「
大
村
は
ま
文
庫
」
を
訪
ね
た
り
、
京
都
・
精
華
町
の
「
私

の
仕
事
館
」
を
見
学
し
た
り
し
て
き
た
。
ま
た
、
当
時
学
ん
だ
「
編
集
の

技
術
」
を
活
用
し
て
、
ク
ラ
ス
雑
誌
「
は
ま
た
け
」
の
発
行
を
重
ね
て
き

た
。
表
紙
・
装
丁
は
、
天
野
政
雄
画
伯
が
、
編
集
は
新
聞
博
物
館
の
羽
島

知
之
氏
が
、
近
況
は
、
晩
年
お
そ
ば
で
先
生
の
お
世
話
を
し
た
豊
重
禎
子

さ
ん
が
報
告
を
し
て
い（
注
４
）る。

ま
さ
に「
自
己
を
育
て
る
」教
育
の
結
実
、「
個

が
生
き
る
」
成
果
で
あ
る
。
以
下
に
「
は
ま
た
け　

七
号
」（
お
は
ま
会　

二
〇
〇
二
年
二
月
）
か
ら
、
三
名
の
方
の
「
大
村
は
ま
先
生
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
」
を
あ
げ
て
、
大
村
教
室
の
成
果
を
み
て
い
く
。

○
「
打
出
の
小
槌
」 

喜
納　

倭
子
（
旧
姓
原
）

（
前
略
）

　

今
か
ら
五
〇
年
以
上
前
の
こ
と
、
Ｔ
Ｖ
も
な
か
っ
た
頃
か
ら
、
大
村
先

生
は
独
自
の
教
育
を
貫
い
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
身

に
な
っ
て
と
い
う
信
念
を
、
ど
れ
ほ
ど
固
く
強
く
持
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
あ
ら
た
め
て
深
く
敬
服
し
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
大
村
先
生
の
時
間
は
〝
国
語
〞
と
い
う
よ
り
は
〝
こ
ん
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な
こ
と
も
で
き
る
の
だ
〞
と
い
う
意
外
性
、
別
世
界
の
体
験
の
連
続
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

・
教
科
書
は
同
じ
班
で
も
一
人
ず
つ
発
行
所
が
違
う
別
の
本
。﹇
そ
う
い

う
本
も
あ
る
の
？
﹈

・
ノ
ー
ト
は
一
枚
ず
つ
の
学
習
記
録
や
資
料
を
綴
じ
て
単
元
ご
と
に
で
き

あ
が
る
。﹇
え
っ
﹈

・
安
寿
の
気
持
ち
に
な
っ
て
母
あ
て
の
お
別
れ
の
手
紙
を
書
く
。﹇
遺
書
！　

ど
う
し
よ
う
﹈

・
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
の
に
場
面
ご
と
に
背
景
や
音
、
登
場
人
物
が
近
づ
く

と
か
静
か
に
消
え
る
と
か
思
い
描
い
て
い
る
と
、
気
分
は
す
っ
か
り
演

出
家

・
朗
読
の
予
習
で
ラ
ジ
オ
の
〈
私
の
本
棚
〉
を
聴
い
て
い
る
と
、
し
だ
い

に
樫
村
治
子
さ
ん
の
と
り
こ
に
な
っ
て
、
将
来
の
仕
事
と
し
て
憧
れ
た

こ
と
も

・
新
聞
作
り
で
は
「
編
集
会
議
」
と
い
う
言
葉
に
動
か
さ
れ
て
、
時
間
内

に
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
打
ち
合
わ
せ
の
続
き
を
、
住
友
さ
ん
の
店
先
で

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
や
り
ま
し
た
（
あ
の
店
は
子
ど
も
を
使
い
に
や
っ
て
も

良
い
品
物
を
渡
す
と
母
が
言
っ
て
い
た
誠
実
な
お
父
さ
ん
が
、
り
ん
ご

を
一
つ
ず
つ
前
掛
け
で
磨
い
て
並
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
）

・
会
議
の
記
録
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
担
当
し
て
、
速
記
と
い
う
特
殊
な
仕

事
を
身
近
に
感
じ
た
り

・
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
書
き
す
る
宿
題
で
、「
慣
れ
な
い
う
ち
は

午
後
三
時
が
家
庭
婦
人
向
け
で
や
さ
し
い
で
す
よ
」﹇
こ
う
い
う
と
こ

ろ
で
女
は
低
く
扱
わ
れ
て
い
る
！
﹈

　

大
村
先
生
の
授
業
を
通
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
様
々
な
こ
と
に
目
を
開
か

れ
ま
し
た
。
現
実
に
添
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
静
か
に
確
実
に
実
践
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
上
な
い
モ
デ

ル　

大
村
先
生
に
接
し
て
何
か
自
分
も
と
い
う
漠
然
と
で
は
あ
っ
て
も
明

る
い
も
の
を
い
く
つ
も
い
く
つ
も
感
じ
て
、
恵
ま
れ
た
中
学
生
だ
っ
た
と

し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
の
現
実
は
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
先
生
か
ら
頂
い
た
、

可
能
性
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
、
静
か
に
確
実
に
歩
み
を
す
す
め

る
と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
村
先
生
な
ら
ば
ど

う
な
さ
る
の
か
な
と
考
え
る
の
が　

打
出
の
小
槌　

で
し
た
。
四
〇
年
余

り
の
勤
務
を
振
り
返
っ
て
み
る
時
、
先
生
か
ら
頂
い
た
の
は
〝
大
人
に
な

る
〞〝
自
分
で
生
き
る
〞〝
自
分
を
生
か
す
〞〝
自
ら
考
え
て
歩
み
を
す
す

め
る
〞
そ
う
い
う
心
構
え
の
土
台
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
と
い
う

何
と
も
つ
か
み
よ
う
の
な
い
年
ご
ろ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
得
点
や
遅
い

早
い
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
可
能
性
が
感
じ
取
れ
る
体
験
を
す
る
な
ら
ば
、

い
つ
の
時
代
だ
っ
て
幸
せ
で
し
ょ
う
。
久
々
に
八
中
時
代
の
ペ
ー
ジ
を
め

く
っ
て
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
こ
れ
ま
で　

①
会
社
員　

事
務　
　
　

三
年

　
　
　
　
　
　
　
　

②
中
学
校　

理
科
教
員　

三
四
年　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

③
図
書
館　

事
務　
　
　

五
年

　
　
　
　
　
　
　
　

④
私
立
中
学
校　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

三
年
目
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○
「
大
村
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
」 

都
築　

暢
之

　

大
村
は
ま
先
生
が
九
五
歳
の
現
在
で
も
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
で
、
ご
講

演
や
ご
執
筆
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
驚
異
で
あ
る
と
同
時
に
、

先
生
に
教
え
を
受
け
た
私
達
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
大
村
先
生
の
思
い
出
と
い
う
題
目
で
中
学
時
代
の
こ
と
を

書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
正
直
な
こ
と
を
言
い
ま
す
と
、
中
学
・
高
校

を
通
じ
て
国
語
は
私
に
と
っ
て
最
も
苦
手
な
課
目
で
し
た
。
大
村
先
生
に

何
度
か
お
叱
り
を
受
け
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
身
近
で

私
に
物
の
本
質
を
考
え
る
大
切
さ
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
は
大
村
先
生

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
宿
題
に
、「
町
を
歩
い
て
目
に
つ
く
言
葉
の
使
い
方
の
誤
り

を
一
〇
例
（
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
）
探
し
て
き
な
さ
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
看
板
な
ど
を
見
て
た
ち
ま
ち
集
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
た
だ　

そ
の
時
思
っ
た
こ
と
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
れ
ば
看

板
な
ど
で
細
か
い
こ
と
を
い
う
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
現
在
、
私
の
周
囲
の
若
い
医
師
が
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
的
な

当
て
字
を
正
し
い
と
思
っ
て
カ
ル
テ
を
書
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
や
は

り
、
日
常
簡
単
な
事
か
ら
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
か
な
い
と
我
々
は
国
語

を
失
い
、
更
に
は
先
人
の
遺
産
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
、
今
更
な
が
ら
大
村
先
生
の
お
教
え
に
敬
服
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

大
村
先
生
の
国
語
の
時
間
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
グ
ル
ー

プ
研
究
で
森
鴎
外
の
山
椒
大
夫
を
読
み
、
そ
の
感
想
を
発
表
し
な
さ
い
と

い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。
こ
の
物
語
は
簡
潔
な
文
章
で
、

旅
に
出
た
母
子
3
人
が
人
買
い
に
拐
か
さ
れ
、
母
と
姉
弟
が
別
々
に
売
ら

れ
、
姉
の
安
寿
が
弟
を
逃
が
し
て
入
水
し
、
救
わ
れ
た
厨
子
王
が
後
に
国

守
に
な
り
、
母
に
再
会
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
大
村
先
生
か
ら
の

テ
ー
マ
の
中
に
、
盲
目
に
な
り
鳥
追
い
を
し
て
い
る
母
の
気
持
ち
を
考
え

な
さ
い
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
感

想
を
発
表
し
た
の
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
守
り
袋
の
仏
像
が
安
寿

と
厨
子
王
の
可
哀
想
な
場
面
を
救
い
、
そ
し
て
母
の
盲
目
を
治
し
た
こ
と

に
皆
が
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
そ
し
て
仏
像
の
存
在

が
こ
の
物
語
に
不
思
議
な
力
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
こ
の
「
母
の
思
い
」
は
そ
の
後
も
私
の
気
持
ち
の
中
に
常
に

考
え
る
問
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
私
は
父
の
影
響
で
能
に
関
心
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
買
い
を
題
材
に
し
た
能
「
隅
田
川
」
を
観
た

時
な
ど
、シ
テ
の
狂
女
の
言
葉
・
動
作
に
何
時
の
間
に
か
山
椒
大
夫
の「
母
」

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
中
学
時
代
の
気
持
ち
の
持
続
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
母
親
が
子
ど
も
を
邪
魔
に
し
て
殺
す
と
い
う
想
像
も
で
き
な
い

恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
報
道
に
接
し
何
故
だ
ろ

う
か
と
考
え
る
時
、
私
の
気
持
ち
は
常
に
中
学
時
代
の
大
村
先
生
の
お
教

え
に
遡
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が
自
分
の
原
点
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

自
分
の
学
生
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
先
生
方
が
本
当
に
身
近
な
存

在
と
し
て
親
身
に
な
っ
て
指
導
に
当
た
っ
て
下
さ
っ
た
の
は
中
学
時
代

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
村
先
生
に
は
自
分
と
い
う
も
の
を
創
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
ま
す
ま
す
ご
壮
健
で

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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○
「
大
村
先
生
と
『
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
』」 

宇
野　

正
威

　

本
棚
の
隅
に
背
表
紙
が
茶
色
に
変
色
し
た
三
冊
の
小
冊
子
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
中
学
時
代
に
創
刊
し
た
「
平
原
」
の
創
刊
号
、
第
二
号
と
第
三

号
で
す
。
何
十
年
も
の
間
本
棚
の
一
部
を
占
拠
し
て
い
た
だ
け
で
し
た
。

今
回
、
大
村
先
生
の
思
い
出
を
「
は
ま
た
け
」
第
七
号
に
投
稿
し
て
ほ
し

い
と
依
頼
さ
れ
、
ふ
と
目
を
通
す
う
ち
に
、
半
世
紀
前
の
こ
と
が
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
の
よ
う
に
私
の
脳
裏
に
蘇
り
、
こ
の
三
冊
を
読
み
ふ
け
り
ま

し
た
。

　

古
い
こ
と
で
す
の
で
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
村
先
生
が
国
語
の

授
業
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
全
員
参
加
し
て
雑
誌
を
編

集
し
、
発
行
す
る
こ
と
を
指
導
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し

て
、
こ
れ
を
契
機
に
自
分
た
ち
の
校
内
誌
を
持
と
う
と
い
う
機
運
が
盛
り

上
が
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
つ
と
し
て
雑
誌
部
が
作
ら
れ
、「
平
原
」
の

発
行
に
至
っ
た
わ
け
で
す
。
田
治
見
君
、
日
南
田
君
、
森
川
君
、
浅
井
君

ら
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
う

し
て
、
昭
和
二
〇
年
代
の
世
相
と
そ
の
こ
ろ
ま
だ
初
々
し
か
っ
た
私
た
ち

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。
伊
藤
君
や
原
さ
ん
た
ち
の
古
典
研
究
会
の

枕
草
子
と
山
椒
大
夫
‘
創
作
遺
書
’
の
筆
の
運
び
に
は
感
心
し
ま
し
た
。

小
林
君
の
疎
開
の
話
は
私
た
ち
同
世
代
の
戦
争
体
験
を
生
き
生
き
と
描
い

て
い
ま
す
。
私
は
集
団
疎
開
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
縁
故
疎
開
で
し
た
が
、

栃
木
県
の
山
奥
の
村
で
ラ
ン
プ
の
も
と
で
暮
ら
し
た
場
面
場
面
が
走
馬
燈

の
よ
う
に
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
都
築
君
の
蜂
の
話
に
は
吹
き
出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
相
当

に
危
険
な
事
で
す
の
で
、
危
な
い
話
で
し
た
。
大
橋
君
の
暗
黒
大
連
を
読

む
と
、
私
た
ち
の
世
代
は
実
に
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
て
お
り
、
後
世
に

伝
え
た
い
こ
と
を
多
く
持
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
、
八
中
の
創
立
三
〇
年
を
記
念
し
て
「
八

中
の
思
い
出
」
と
題
す
る
同
窓
会
の
座
談
会
が
行
わ
れ
、
私
は
創
立
頃
の

一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
十
名
ほ
ど
の
同
窓
生
と
校
長
先
生
ら
教
諭

の
方
た
ち
と
の
座
談
会
の
記
録
が
平
原
№
31
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
用

紙
も
印
刷
も
わ
れ
わ
れ
の
頃
と
比
べ
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
内
容
も
校

内
誌
ら
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

の
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
を
継
続
し
、
校
内
誌
ら
し
く
す
る
に
は
相
当

な
努
力
も
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
こ

の
雑
誌
が
最
初
に
持
っ
て
い
た
性
格
は
大
分
変
わ
っ
た
な
と
い
う
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。
当
初
の
「
平
原
」
は
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
、
自
分
た

ち
を
表
現
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
た
と
え
、
そ
の
内
容
に
貧
し
い
点

が
あ
っ
て
も
、
そ
の
表
現
に
生
硬
さ
が
あ
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
姿
そ
の

も
の
を
表
現
す
る
こ
と
が
教
育
的
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
茶
色
に
変
色
し
た
ガ
リ
版
刷
り
の
「
平
原
」
に
は
、

わ
れ
わ
れ
の
中
学
時
代
が
あ
り
の
ま
ま
の
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
村
先
生
の
授
業
で
は
、
読
書
の
仕
方
に
つ
い
て
相
当
に
指
導
さ
れ
た

覚
え
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
テ
ー
マ
、
た
と
え
ば
雀
は
益
鳥
か
害
鳥
か
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
短
い
論
文
を
読
み
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
、

と
い
う
高
い
レ
ベ
ル
の
読
書
の
仕
方
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
設
定
を
も
う
け
、
た
と
え
ば
雑
誌
や
演
劇
を
通
じ
て
自

己
表
現
す
る
、
座
談
会
の
場
面
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
な
ど
で
し
た
。
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先
生
の
国
語
教
室
は
、
語
ら
れ
た
話
と
書
か
れ
た
文
を
よ
り
正
確
に
理
解

す
る
、
自
分
の
考
え
を
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
で
よ
り
正
確
に
表
現
す
る

と
い
う
本
来
の
目
的
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
と
場
面
設
定
で
徹
底
的
に
行

う
、
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
言
語
の
理
解
と
表
現
と
い
う
テ
ー

マ
は
私
の
専
門
領
域
で
あ
る
精
神
医
学
と
も
関
係
が
深
い
だ
け
に
、
先
生

の
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
か
っ
た
授
業
を
折
に
触
れ
思
い
出
し
ま
す
。

五

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
学
期
の
単
元
「
級
雑
誌
の
作
り
方
」
は
、

文
集
「
た
け
」
と
し
て
結
実
以
降
、
①
学
級
文
集
、
学
年
文
集
、
卒
業
文

集
の
編
集
に
展
開
し
た
ほ
か
、
②
学
校
誌
「
石
川
台
」
の
画
期
的
な
改
革
、

③
創
造
性
に
培
う「
個
人
文
集
―
―
私
の
本
」の
編
集
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。

　

単
元
「
読
書
」
に
お
け
る
「
読
書
新
聞
」
の
編
集
は
、「
読
書
生
活
通
信
」

に
発
展
す
る
過
程
で
、
①
「
読
書
生
活
を
豊
か
に
す
る
」（『
中
学
総
合
国

語
』
の
「
読
書
新
聞　

第
一
号
〜
第
三
号
」（
前
出
）」）、
②
紅
葉
川
中
学

校
に
お
け
る
、
単
元
「
新
聞
」（
ア　

新
聞
の
読
み
方
、
イ　

新
聞
の
編

集　

一
九
五
一
・
五
二
年
度
）
③
単
元
「
新
聞
」（『
国
語　

中
学
校
用
』（
西

尾
実
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
六
年
）
な
ど
、
自
己
を
育
て
る
読
書
生
活

指
導
の
根
源
と
な
り
、
さ
ら
に
、
④
石
川
台
中
学
校
に
お
け
る
数
多
く
の

「
新
聞
に
学
ぶ
」
実
践
に
具
現
し
た
。
こ
れ
は
、
現
代
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
活
動
の

源
流
と
な
る
実
践
で
あ
り
、
新
聞
を
／
新
聞
で
／
新
聞
か
ら
「
学
ぶ
」
を

超
え
て
、
新
聞
本
来
の
開
拓
・
批
判
精
神
に
学
ぶ
実
践
で
も
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
前
人
未
踏
の
類
例
を
み
な
い
営
み
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
習
中
に
記
さ
れ
て
き
た
「
読
書
日
記
」
は
、
工
夫
を
重
ね

ら
れ
た
「
読
書
生
活
の
記
録
」、
及
び
、「
個
人
文
集
」
の
な
か
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
己
を
み
つ
め
る
文
章
・
記
録
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。
各

単
元
の
営
み
そ
れ
ぞ
れ
が
、
大
村
教
室
に
お
け
る
「
自
己
を
育
て
る
」
教

育
の
根
幹
を
な
す
学
習
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
主
体
的
に
自
己
を
向
上
さ
せ
て
い
く
」
指
導
は
、
あ
る

時
、
あ
る
特
定
の
時
期
だ
け
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
年
間
の
単
元
学

習
を
縫
っ
て
、
自
己
を
み
つ
め
さ
せ
、
自
己
を
啓
発
し
て
い
く
よ
う
に
日

常
的
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
国
語　

一
上
』（
西
尾
実

編　

筑
摩
書
房　

一
九
五
七
年
）
収
録
の
「
読
書
ノ
ー
ト
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
例
が
付
さ
れ
て
い（
注
５
）る。

世
界
の
子
ど
も　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
編
1
、
フ
ラ
ン
ス

（
前
略
）

4　

学
習
と
の
関
係

　

○
社
会
科
の
学
習
と
い
ろ
い
ろ
関
係
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
題
目
で
、

話
し
あ
っ
た
り
、
調
べ
た
り
す
る
こ
と
に
は
、
こ
と
に
役
に
立
つ
と

思
う
。

　
　

1　

フ
ラ
ン
ス
（
外
国
・
世
界
）
の
こ
ど
も
た
ち
の
実
際
の
生
活

　
　
　

家
で
ど
ん
な
手
伝
い
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　

ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　

学
校
で
は
ど
ん
な
ふ
う
に
学
習
し
て
い
る
か
。
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ど
ん
な
こ
と
を
、
お
も
に
話
し
あ
っ
て
い
る
か
。

　
　

2　

自
分
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
生
活
を
改
善
し
て
い
く
の
に
参
考
に

な
る
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。

　
　
　

○
（
前
略
）
こ
ど
も
が
、
番
を
し
て
い
た
畑
の
麦
を
牛
に
食
わ
れ

て
し
ま
っ
て
、
し
か
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
し
か
る
こ

と
ば
な
ど
、
日
本
と
は
た
い
へ
ん
ち
が
う
。

5　

感
想

　

○
（
略
）

　

○
ど
こ
に
も
、
苦
し
い
生
活
が
あ
り
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
多
い
も
の

だ
、
か
わ
い
そ
う
な
こ
ど
も
は
、
ど
こ
に
も
い
る
も
の
だ
、
と
思
っ

た
。
ま
た
、
実
に
い
ろ
い
ろ
な
生
活
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ

た
。

　
　
　

今
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
か
パ
リ
と
か
い
う
こ
と
ば
か
ら
え
が
い
て

い
た
も
の
と
は
、
た
い
へ
ん
ち
が
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
姿
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
と
い
う
気
が
す
る
。

　

ま
た
、「
大
う
ず
ま
き
」
の（
注
６
）例で

は
、「
死
ぬ
か
生
き
る
か
の
と
き
に
な

る
と
、人
は
だ
れ
で
も
、こ
の
兄
の
よ
う
に
、恐
ろ
し
い
自
己
中
心
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。」「
今
ま
で
読
ん
だ
も
の
で
は
、

ぎ
り
ぎ
り
の
場
合
に
ひ
と
の
た
め
に
身
を
す
て
る
話
が
多
か
っ
た
。
今
、

こ
れ
を
呼
ん
で
、
な
に
か
胸
を
つ
か
れ
て
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
、

い
や
な
の
で
は
な
い
。
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
、
今
ま
で
よ
り
強
い
、
異
様

な
感
動
を
受
け
た
。」「
こ
の
人
は
、
ひ
か
え
め
に
自
分
の
こ
と
を
話
し
て

い
る
が
、
と
て
も
偉
い
人
の
よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
大
う
ず
ま
き
」
の
「
も
う
と
う
て
い
だ
め
だ
と
き
ま
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
か
え
っ
て
気
持
が
お
ち
つ
い
て
、
恐
ろ
し
さ
も
だ
い
ぶ
う
す

ら
い
で
き
ま
し
た
。」
と
の
表
現
に
つ
い
て
、「『
お
ち
つ
い
て
き
た
』
の

を
『
あ
き
ら
め
て
無
気
力
に
な
っ
た
』
と
誤
解
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
お
ち
つ
い
て
き
た
心
も
ち
が
、
ど
ん
な
こ
と
ば
に
表
現

さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
こ
と
ば
を
は
っ
き
り
お
さ
え
て
、
そ
の
こ
と
ば
が

な
か
っ
た
場
合
、
他
の
語
で
あ
っ
た
場
合
と
比
べ
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。」

と
手
び
き
さ
れ
て
い（

注
７
）る。

六

　

大
村
は
ま
教
室
に
お
け
る
「
自
分
で
自
分
を
育
て
る
」
教
育
の
中
核
を

な
す
の
は
、「
読
書
生
活
の
指
導
」
と
、
学
習
の
す
べ
て
を
書
く
こ
と
に

収
斂
し
て
い
く
「
学
習
記
録
の
指
導
」
で
あ
る
。
前
者
の
目
標
は
、
次
の

五
項
目
に
集
約
さ
れ（
注
８
）る。

一
、
読
書
の
意
義
を
自
覚
さ
せ
、
読
書
意
欲
を
高
め
る
。
―
―
自
己
を
開

発
し
、
自
己
を
豊
か
に
す
る
読
書
。
問
題
解
決
の
た
め
、
問
題
発
見
の

た
め
の
読
書
。
休
ま
せ
、
楽
し
ま
せ
る
読
書
。

　
　
　

自
己
を
豊
か
に
す
る
読
書
、
問
題
解
決
の
た
め
の
読
書
、
休
ま
せ

楽
し
み
を
得
さ
せ
る
読
書
は
、
従
来
、
考
え
ら
れ
て
い
た
読
書
の
世

界
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
読
書
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
積
極
的
な

意
義
に
乏
し
い
と
思
う
。
読
書
と
い
う
こ
と
が
、
生
き
ぬ
く
力
と
し
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て
、
第
一
線
に
た
つ
も
の
と
は
な
ら
な
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　

自
己
を
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
を
開
発
す
る
も
の
と
し

て
の
読
書
を
大
切
に
し
た
い
。
読
ん
だ
た
め
に
、
新
し
い
自
分
が
開

発
さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
読
書
の
意
義
を
見
い
だ
し
て
、
読
書
す

る
こ
と
の
目
あ
て
に
数
え
た
い
。

　
　
　

問
題
解
決
の
た
め
の
読
書
（
中
略
）
は
、
読
書
の
大
き
な
部
分
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
こ
の
目
的
の
た
め
の
読
書

が
多
く
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
、

問
題
発
見
の
た
め
の
読
書
、
本
を
読
ん
で
、
新
し
い
問
題
を
発
見
す

る
（
中
略
）
こ
と
は
、
読
書
と
い
う
活
動
を
す
る
ね
ら
い
の
一
つ
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
読
書
と
い
う
活
動
は
、
そ
う
い
う
積
極
的
な
、

生
産
的
な
活
動
で
あ
る
。

二
、
読
書
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

　
　
（
略
）

三
、
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
本
を
選
ん
で
読
む
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

　
　
（
略
）

四
、
読
書
の
方
法
・
技
術
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

　
　
（
前
略
）
目
的
に
応
じ
た
、
い
ろ
い
ろ
の
読
み
方
、
技
術
を
身
に
つ
け
、

書
物
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
を
選
ぶ
た
め
の
方
法
・
技

術
も
あ
り
、
選
ん
だ
本
を
、
ざ
っ
と
読
む
方
法
・
技
術
も
、
く
わ
し

く
読
む
方
法
・
技
術
も
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
く
「
速
く
読
む
」
と
い
っ
て
も
そ

れ
は
一
種
類
で
は
な
い
。

五
、
読
書
に
関
す
る
知
識
を
整
理
し
、
豊
か
な
読
書
生
活
を
確
立
さ
せ
る
。

　
　
（
前
略
）
た
と
え
ば
、
本
を
選
ぶ
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
か
、
そ
の
利
用
の
し
か
た
、
ど
の
よ
う
な
目
録
が
あ
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
ら
れ
る
か
、
な
ど
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

（
中
略
）
記
録
の
し
か
た
、
そ
の
整
理
の
問
題
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
問
題
、

読
書
会
の
問
題
な
ど
、
豊
か
な
読
書
生
活
の
た
め
に
は
、
本
を
手
に

と
っ
て
読
む
こ
と
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

　

大
村
は
ま
先
生
は
、
上
記
五
項
目
の
う
ち
、「
問
題
発
見
の
た
め
の
読

書
活
動
・
生
産
的
な
活
動
」
を
た
え
ず
意
図
し
重
視
し
て
こ
ら
れ
た
。「
自

分
で
自
分
を
育
て
る
」
教
育
の
原
点
と
い
え
る
。

　

一
九
六
六
年
度
か
ら
の
「
読
書
生
活
通
信
」
と
、
月
ご
と
の
単
元
『
読

書
』（
い
わ
ゆ
る
「
帯
単
元　

読
書
」）
を
契
機
と
す
る
「
読
書
生
活
の
『
て

び
き
』」
に
よ
る
「
読
書
生
活
の
指
導
」
が
、そ
の
後
の
「
自
己
を
育
て
る
」

教
育
の
『
深
化
』
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

○　

補

　

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
第
二
学
年
二
学
期
の
単
元
「
読
書
」
の
媒

材
に
「
読
書
新
聞
」
の
編
集
が
組
み
込
ま
れ
た
の
は
、
当
時
の
読
書
指
導

が
「
読
書
紹
介
」
と
「
読
後
の
感
想
文
の
指
導
」
に
偏
っ
て
い
た
実
情
を

変
革
し
、「
読
書
生
活
の
指
導
」
を
意
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

編
集
企
画
の
な
か
に
漫
画
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。（
原
倭
子
「
学
習

記
録　

単
元
『
読
書
』」
五
ペ
ー
ジ
）

　

滑
川
道
夫
氏
は
、
漫
画
は
人
間
の
機
微
を
つ
く
、
風
刺
の
あ
る
も
の
で
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読
ん
で
も
よ
い
と
記
し
、た
だ
し
と
し
て
、条
件
を
三
つ
付
け
て
い
る
。「
①　

量
を
制
限
す
る
。
漫
画
は
お
や
つ
で
、
ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
読
む
。
②　

良
い
漫
画
を
選
ぶ
。
ア　

絵
を
見
て
、
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
。（
中
略
）

ウ　

こ
と
ば
が
下
品
で
な
い
か
。（
中
略
）
カ　

内
容
が
で
た
ら
め
で
な

い
か
。
キ　

民
主
主
義
的
な
精
神
に
反
し
て
い
な
い
か
。
ク　

平
和
を
愛

し
て
い
る
か
。（
中
略
）
コ　

何
か
を
風
刺
し
て
い
る
か
。
③　

批
判
的

に
読
む
。」
さ
ら
に
、
二
つ
の
意
見
を
述
べ
、
最
後
に
、「
漫
画
を
読
み
す

ぎ
る
と
、や
さ
し
い
も
の
し
か
で
き
な
く
な
る
、我
慢
で
き
な
い
心
に
な
っ

て
し
ま
う（
注
９
）」

と
結
ん
で
い
る
。

　

こ
の
考
え
を
生
か
し
て
、
翌
年
の
大
村
は
ま
教
室
に
お
い
て
は
条
件
に

て
ら
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
当
時
生
徒
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
た
漫
画
・

五
種
（
生
活
漫
画
「
さ
ざ
え
さ
ん
」
な
ど
二
、
外
国
漫
画
、
動
物
漫
画
、

探
偵
漫
画
）
を
取
り
あ
げ
、
一
一
項
目
に
つ
い
て
プ
ラ
ス
二
か
ら
、
マ
イ

ナ
ス
二
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。﹇
次
ペ
ー
ジ
（
別
表
）﹈

　
（
一
九
五
〇
年
度
三
学
年
二
学
期　

単
元「
読
書
の
技
術
」（
原
倭
子「
学

習
記
録
」
プ
リ
ン
ト
四
）
及
び
金
子
美
恵
「
学
習
記
録
・
読
書
の
技
術
」

に
よ
る
）注

（
1
）
鳴
門
教
育
大
学
付
属
図
書
館
「
大
村
は
ま
文
庫
」
蔵
。

（
2
）「
読
書
の
技
術
と
方
法
」
と
見
出
し
を
つ
け
た
学
習
者
も
あ
り
。

（
3
）
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会　

橋
本
講
演
二
〇
一
一
。
こ
こ
で
は
省
略
。

（
4
）
二
〇
〇
一
年
一
月
一
二
〜
一
五
日　

松
山
市
講
演
。
同
年
一
二
月

一
〜
三
日　

広
島
・
鳴
門
講
演
な
ど
と
。

（
5
）『
国
語　

一
上
』
西
尾
実
編
、
筑
摩
書
房
、
一
九
五
六
年
、
一
六
九

〜
一
七
〇
頁

（
6
）
前
掲
書
、
一
七
四
〜
一
七
五
頁

（
7
）『
国
語　

学
習
指
導
の
研
究　

一
上
』
西
尾
実
編
、
筑
摩
書
房
、

一
九
五
七
年
、
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁

（
8
）『
大
村
は
ま
国
語
教
室　

別
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
五
年
、

二
六
三
〜
二
六
四
頁

（
9
）
滑
川
道
夫
「
漫
画
の
読
み
方
」（
講
談
社
『
マ
ン
ガ
集
』
付
録
）

＊　

本
稿
は
、
第
十
回
大
村
は
ま
記
念
国
語
教
育
の
会
秋
田
大
会

（
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
三
日
）
報
告
資
料
を
補
訂
し
、
説
明
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

（
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
稿
）

（
は
し
も
と　

の
ぶ
お
・
元
本
学
教
員
）
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（別表）「漫画についての評価」表
　［大村はま実践　単元「読書の技術」目黒八中三学年二学期　一九五〇（昭和二五）年］
【漫画についての相互評価（Ｈグループ）】

書　　　　　名 さざえさん
5

デコちゃん
ロクちゃん

ルーパと
ふしぎなくに ポコスケの旅 黄金地獄谷

作　　　　　者 長谷川町子 柳　　正雄 ロンドンデリー 花埜原芳明 日活劇
出　　版　　社 姉妹社 子供エホン社 講談社 愛育書院 新精社
種　　　　　類 生活漫画 生活漫画 外国漫画 動物漫画 探偵漫画

項目
1　絵に品があるか ＋ 2 0 ＋ 2 0 － 2

2　絵がよく見ると一層おもし
ろくなるような手応えのある
ものか

＋ 2 0 0 － 2

3　印刷がはっきりと美しいか ＋ 2 ＋ 1 ＋ 2 ＋ 2 0
4　ことばが下品でないか － 1
5　ことばが絵の説明に終わら
ず協和しているか ＋ 2 0 ＋ 2 － 1 － 1

6　ことばが簡明であるか ＋ 2 0 0 － 1
7　内容がでたらめでないか － 1 － 1 － 2
8　内容が民主精神に反しないか － 1
9　内容が平和建設の精神に反
しないか － 1

10　おもしろいか ＋ 2 － 1 0　子供っぽい － 1 － 2
11　なにかを風刺しているか ＋ 2 0
【漫画についての相互評価〈Ｋグループ〉】

書　　　　　名 似たもの
一家

少年川上くんの
大ホームラン ブロンディ のんきな

父さん
七人の
こびと

作　　　　　者 長谷川町子 榎本進一郎 チャックヤング 立野ひろし ディズニー
出　　版　　社 朝日新聞社 榎本書店 朝日新聞社 国華社 講談社
種　　　　　類 生活漫画 生活漫画 外国漫画 時代漫画 物語漫画

項目
1　絵に品があるか ＋ 2 0 ＋ 2 0 ＋ 2

2 　絵がよく見ると一層おもし
ろくなるような手応えのある
ものか

＋ 2 － 1 ＋ 2 0 ＋ 2

3 　印刷がはっきりと美しいか ＋ 2 － 1 ＋ 2 － 1 ＋ 2
4 　ことばが下品でないか
5　ことばが絵の説明に終わら
ず協和しているか ＋ 2 0 ＋ 2 0 ＋ 2

6 　ことばが簡明であるか ＋ 2 0 ＋ 2 0 ＋ 2
7 　内容がでたらめでないか
8　内容が民主精神に反しないか
9　内容が平和建設の精神に反
しないか

10　おもしろいか ＋ 2 － 1 ＋ 2 0 ＋ 2
11　なにかを風刺しているか ＋ 2 0 ＋ 1 ＋ 2
○単元「読書の技術」の実践では、上記のように一グループが五冊の漫画を担当して、１～ 11 の項目で、＋ 2
から－ 2の五段階で評価をさせていられる。各グループとも恣意的主情的にならず、説得力のある評価をし
ている［＋ 2から－ 2の五段階の評価も絶妙である。］
○ 2013 年に、「はだしのゲン」を図書室から遠ざける動きがあった。こうした工夫された項目で学習者自身に
評価活動をさせると適切な方向が得られる。

－ 14 －
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